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朝日町エコミュージアム案内人の会

会員募集中 ！

　案内人の会では一緒に活
動してくださる方を随時募
集しております。
　朝日町が好きな方、朝日
町の魅力を多くの方に発信
したい方からのご連絡をお
待ちしております。是非、
お気軽にお問合せくださ
い。(TEL/0237-67-2128)

６
月

Asahi 自然観を五感で感じる森散歩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　新緑の美しい自然観奥の林の中を歩き、わさび沢の水で入れた抹茶
を飲んだり、目隠しをして触った木をあてるネイチャーゲームなどを
楽しんだりと、五感をフルに活用した散策を楽しみました。

２
月

朝日町の地酒　豊龍蔵を訪ねる！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　今年は実際に酒造りをしている現場を、杜氏の田川栄樹さんの説明
と共に見学させていただきました。また、利き酒大会などもご準備い
ただき、大変賑やかな見学会となりました。

11
月

晩秋の八ツ沼城跡めぐり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　五百川城周辺には、空堀、曲輪、畝縦掘等の遺構が今も数多く残っ
ており、案内人の説明を聞きながら、遠い過去に思いを馳せつつ、秋
空の下散策を楽しみました。

10
月

あっぷるニュー豚とりんごの誕生物語・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　和合平では、朝日町最古のりんごの樹の所有者である菅井敏一さん
から、水本では「あっぷるニュー豚」を飼育されている岡崎幸三さん
から、生産者としての大変貴重なお話を伺いました。

８
月

佐竹家住宅と茅葺き職人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　今年は恒例の見学に加え、茅葺屋根の葺き替え作業も見学させてい
ただき、常盤地区の職人白田吉蔵さんからは、作業についてのお話も
伺い、みなさん熱心に耳を傾けていました。

７
月

チャりんごで行く新宿・宮宿めぐり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　参加者のみなさんと電動自転車「ちゃりんご」に乗って、新宿地内、
種まき桜、豊龍神社、ダチョウの展示圃を巡りました。電動自転車の
おかげで、坂道の移動も楽にできました。
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大谷風神祭シンポジウム
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　本年度のメインテーマ「大谷風神祭」
につきましては、シンポジウム実行委員
会（白井淑浩代表）をはじめ大谷の皆様
に大変お世話になりました。
　8 月の「田楽提灯づくりワークショッ
プ」では、枠組みを畑俊美さん、絵付け
は柏倉儀一さんを先生に、しっかりした
提灯を完成させることができました。
　聞き取り調査では連合区依頼の専属絵
付師だった菅井米吉さんの思い出話を菅
井かちさんにお聞きしました。
　たくさんの参加者のもと開催された９
月の「風神祭シンポジウム」では、白井
淑浩さん（風神祭実行委員会）、堀敬太
郎さん（風和会） 、白田敏男さん（角田
流獅子踊り保存会）をパネラーに、知ら
なかった風 神祭の今昔や未来についての
お話をうかがい、講演くださった菊池和
博先生（東北文教大 学教授）からは、風
神祭の特異性やご自身の出身地でもある
東根市の田楽提灯行列との繋がりについ
て教わりました。また、白田茂さん（白
山神社氏子会）からは白山神社で見つ
かった鳳笙の音色も披露いただき、併せ
て地区の皆様にお借りした古い写真の展
示も行うことができました。現在は、ま
とめの冊子編集を行っております。
　ご協力・ご参加いただいた皆様に改め
て御礼申し上げます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第８回＊五百川峡谷
クリーンアップ大作戦
　８年前の五百川峡谷シンポジウムをきっか
けに始まったクリーンアップ 大作戦を、今年
もカヌーランドをホームとする SD スポーツ
の皆さんと一緒に開催しました。
　毎年、雪谷から明鏡橋付近までの区間を、
水上・陸上の両方からゴミ拾いを行っていま
すが、空き缶・ペットボトル、家庭用・農業
用など、さまざまなゴミが落ちています。今
年度は７月の豪雨の影響
もあってか、例年よりも
少なかったようですが、
それでもたくさんのゴミ
が集まりました。ゴミ拾
いが終わったあとは、参
加者のみなさんと芋煮を
囲んで１日の労をねぎら
いました。
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